



研 究 課 題 メンタルヘルス対策に生かす職場のストレス実態調査





















































































































期間：2009 年 9 月～ 2010 年 1 月　対象：看護師
方法：定期健康診断のときに調査票（GHQ12）を
手渡し回収
集計数　671 人　平均年齢 28.12 歳
平均得点　3.81 点　（昨年 3.63 点）
今 回　4 点 以 上 者 311 人（46.3 ％）　6 点 以 上 者
198 人（29.5％）　10 点以上者 42 人（6.3％）
昨 年　4 点 以 上 者 216 人（44.2 ％）　6 点 以 上 者
121 人（24.7％）　10 点以上者 30 人（6.1％）
【参考】 保健師　全国　12697 人　



















































６～ 12 点 精神面においてかなりストレスの徴候がみられます
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0 ～ 2 点　5444 人（58 ％）　3 点 ～ ５ 点 2633 人






























































Ｂ官庁では 22 年度は、GHQ12 のストレス調査で
部門ごとの平均点が高かった部門に絞って、さらにく
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わしい「職業性ストレス調査」を実施して、職場の従
業員個人の心身のストレスの状況につき把握すると共
に、職場の上司や同僚からの支援の程度が、ストレス
にどのように関係するかについて研究を深める。それ
により、高ストレス部門の職場改善のモデルとして位
置づけていく。
（補足）
１）職場におけるストレス対策の流れ
職場におけるストレス対策は中期的視点に立って、
継続的かつ計画的に行うことが重要である。事業者は
方針を表明し、その方針の下に現状の把握、組織作り、
目標の設定、計画の作成、ストレスの把握・評価、ス
トレスの軽減対策などの取組みを計画的に実施し、そ
の取組みについて評価と改善を行い、次年度の計画へ
とつなぐ。
２）ストレスの軽減策
○個人のストレス耐性の強化
・セルフケア教育を実施
○職場環境の改善
＜作業内容および方法＞
・過大な又は過小な仕事の負荷を避ける
・長時間労働を避ける。休憩時間や休日を確保する
・仕事上の役割や責任の明確化
・労働者の知識や技能を活用できる機会を作る
・作業のローテーションなどにより繰り返しの多い
単純作業を減らす
・仕事の負荷に応じた裁量権や自由度を確保する
＜職場組織＞
・上司や同僚からの支援や相互の交流の機会を増やす
・労働者が職場の意思決定に参加する機会を設ける
・昇進や将来の技能獲得の機会を明確にする
＜職場の物理環境＞
・換気、照明、騒音、温熱を改善する
・職場レイアウトや人間工学的環境の心理的影響に
配慮する
・職場のストレス軽減策の作成にあたり、個々の労
働者が参画している意識を持てるように配慮する
ことが重要である。
参考：
『事業場におけるストレス対策の実際』　中央労働災害
防止協会　平成 18 年
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